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繊維製品の 形状 記憶加工 に つ い て

山　 崎　義　
一

　1． 形状記憶とは

　「形 状 記憶合金」 が 発 明 さ れ ，

一
躍注 目を浴 び た が ，

こ れ は 「ある温 度以下 で変形 して も，そ の 合金に 固有

の 温度以上 に 加熱 す る と元 の 形 に 戻 っ て しまう合 金」

と解釈 さ れ て お り，
日 常製品 の 幅広 い 分野 で 利用 され

て い る．被服品 へ の 応用例 と して ，
ブ ラ ジ ャ

ー
の カ ッ

プ 部 の ワ イ ヤーに も
一

部使用 さ れ て い る．

　一
方繊 維 で は，「形状記憶絹糸」が 開発 さ れ て い る．

こ れ は，精練絹 糸 に コ ラーゲ ン 誘導体 や 溶 液化 し た フ

ィ プ ロ イ ン な どの 蛋 白質 を吸着さ せ た 後 に 強撚 し，そ

の 後吸湿 させ て か ら高圧 ， 高温 で セ ッ トして撚 りを固

定 し，後 に解撚 して，さ らに飽和蒸気 で 処理 して均
一

な ク
1）ン プ を付けた もの で あ る．こ の 絹糸 は ， 高温 の

蒸気 を掛 け る と再 び 撚 り を 掛 け た 状 態 に戻る こ とに よ

り，か さ高 とな り，伸縮性 も得 られ る．

　以上述 べ て きた ご とく， 金属 または繊維 に形状記憶

性 を付与 した の が ， 「形状 記憶」で あ るが ，本稿 で 取

り上 げ た ドレ ス シ ャ ツ 類 で の 「形状 記憶加 工 」 は，着

用 時の 防し わ や 洗濯 に お け る 防縮 ， 形 くずれ防止 と ア

イ ロ ン 不要 をうた っ た もの で あ D，こ れ ら は，「形状

記憶 加 工 」 とす る よ り，「形 態安 定加 工 」 と呼 ぶ 方 が

適切 と考 えられ る．実際 に ドレ ス シ ャ ツ などに お い て

は 「形態安定加 工 」 として 表示 さ れ る場合が 多い ．

　2．繊維製晶 の 形状記憶加 工 の 現状

　1992年 に 東洋 紡 績 が 米 国・ATP （ア メ ］Jカ ン ・テ キ

ス タ イ ル ・プ ロ セ ッ シ ン グ）社 よ り VP （Vaper

Phase）加工 を導入 し，「ミ ラ ク ル
・ケ ア」ブ ラ ン ドで
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大 々 的に発表 した．綿
・ポ リエ ス テル 混紡織物に よ る

ドレ ス シ ャ ツ を中心 に 商 品展開 し，洗濯後 に ノ
ー ・ア

イ ロ ン で 着 用 で き る こ と を ア ッ ピ
ー

ル した 結 果 ， 「形

状 記憶加工 」 と して大 きな反響を呼ん だ ，そ の 後，日

清 紡 績 が SSP 加 工 ，敷 紡 が ダ ブ ル ア ク シ ョ ン 加 工 な

どと各社 が各様 の 加 工 方法 で，綿素材を中心 と した形

態安定加 工 素材 を次 々 に 発表 した ．なお ，VP 加 工 は

東洋紡績 ，
ユ ニ チ カ ， 富 士 紡績 の 3社 で ATP 社 か ら

ラ イ セ ン シ
ー

を受け た もの で ， 3杜 の 共通商標 として

「ミラ ク ル ・ケ ア」を用 い て い る．

　一方，ウー
ル の 形状記憶製品 も登場 して い る．こ れ

は羊毛繊維 に新 しく架橋結合 を導入 した り，存在する

架橋結合 を再配列す る こ とに よ り， 変形 し て も元 に 戻

る 回復 力 を持 た せ た もの で ，
IWS （国際羊毛事 務局）

で は，「織物及 び 製 品段階 で ，ポ IJペ プ チ ド分 子鎖 間

にある架橋結合が 開裂 され，要求さ れ る形状 で再結合 ，

すなわ ち パ ー
マ ネ ン トセ ッ トさ れ た もの を形状記憶製

品 と呼ぶ こ とに する．記憶 さ れ た 形状 が 着用 に よ り変

化 して も，変形 を受 け た 架橋結合 の 反発力 に よ り， 自

然 に 記憶形状 に 回復 す る こ と」 として い る．ま た，こ

の よ うな商 品 は ， 「ドラ イ ク リーニ ン グ対象商品 で ，

外出時な ど高 い 湿気や ， あ る い は 雨天 で の 着用 に より，

形 くずれや しわが 発生 して も，
一

晩 ハ ン ガ
ー

に 掛け て

休 ませ る こ と に よ り，翌 朝 は ア イ ロ ン 無 し で 着 用 で き

る製品」 と説明され て い る
1）．

　3。 セ ル P 一ス 製 品の 形態安定 （防 しわ
， 防縮）加

　 　 工

　綿繊 維 は ，
フ ィ ブ リル に よ り構成 され て お り，

こ れ

は さ ら に ミ ク ロ フ ィ ブ リル か ら な っ て い る．ミ ク ロ フ

ィ ブ リ ル は セ ル ロ
ー

ス 分 子 の 配列か ら な り，結晶部分

と非結 晶部分 とが あ る． こ の 非結 晶部 分 が 綿素材 の ，

縮 み 易 く， しわ に な りや す い とい う欠点 の 原 因 とな っ

て い るが ，こ の 非結晶部分 に 架橋結合 を行 うこ とに よ
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り防縮 ・防しわ効果 が 向上する．

　 セ ル ロ
ー

ス繊維 に 防 しわ性 を付 ti：す る原理 は次 の よ

うに 説明 さ れ て い る．着用 な ど の 外 力 で，繊維 が 折れ

曲 が っ た 状 態で は セ ル ロ
ー

ス 分 子 間 に す べ りが 生 じ，

その 状 態で新 しく水素結合 が 生 じて 固定され るた め に

「しわ 」が 生 じる．セ ル ロ
ー

ス 分 子間 に 架橋結 合 を生

じさせ て ， セ ル ロ ース 分 子相互 の す ベ リ を抑 え る こ と

に よ り，こ の しわ の 発生 が 抑制さ れ 防し わ性が 向上す

る．な お，こ の 場合，乾防 し わ 性 と湿防 しわ 性 と で は，

樹脂 の 種類 と架橋反応 を行 う時 の 条件 （前者を目的 と

す る場合は乾燥 した 状 態 で架橋反応 を起 こ させ る，後

者は 繊維を水分 で ト分膨潤 した 状態で 架橋反応 を起 こ

させ る）が 異な っ て お り ，

一一
般 的 な 「形態安定加 工 」

で は ，乾防 しわ性付与を目的と した もの が 多い ．こ の

た め ， 「形態安 定加 工 」 ドレ ス シ ャ ツ の 取扱 い で は，

「洗濯 後は軽 く脱水 して 形 を整 えて于 して下 さい 」 と

の 表示 が され て お り，強 く絞 る と湿潤状態 で しわ を付

け る こ と と な り ， こ の 絞 り じわ が 残 る．

　
一

方，洗濯時の 収縮 を少な くする方法は，サ ン フ ォ

ラ イズ 加 工 （機械 的 に 織物 の 加 工 工 程 中 の 残 留 歪 み を

少 な くす る方法 で ，た て 方向に 押 し縮め て 仕上 げを行

う加 工 方法）など機械的方法 と，前述 の セ ル ロ
ー

ス に

架橋反応 を起 こ させ る こ とに よ り防縮効 果 を得 る化学

的方法 とが あ り，こ れ ら が 併用 され て い る．

　（1） VP 加 工 の 原 理

　従来 の セ ル ロ ー
ス 系繊維 の 防しわ や 防縮 を目的 と し

た 樹脂加工 は ，生地段階で樹脂 を付着 し繊維 と反応

（キ ュ ア リン グ）させ る方 式 （プ レ キ ュ ア方 式）か ，

また は 生地段 階 で 樹脂 を付着 させ るが，繊維 と樹脂 と

の 反応 は ， 縫 製後 に 行 う方式 の もの （ポ ス トキ ュ ア 方

式）の い ずれ か で あ る．こ の 従来の 二 つ の樹脂加 工 法

と VP 加工 の 工 程 を図 lmに 示 す．ポ ス トキ ュ ア 方式

や VP 加工 は ， 縫製後 に 製 品形態 で 反応させ る た め ，

特殊なオ
ーブ ン 設備 が 必要 となるが ， 洗濯後 の 縫 い 目

の パ
ッ カ リ ン グ防止 や プ リ

ー
ツ 保持性 の 向上 に 有効 で

あるとの 特徴が ある．

　VP 加 工 は，縫 製後ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 〔ホ ル マ リ

ン ）ガス を用 い て 気相状態 で ，セ ル ロ
ー

ス と反応 させ

セ ル ロ
ー

ス 分 子間 に 架橋 反応 を起 こ させ る もの で ある

（図 23））．製品 を水 で 湿 潤 させ た後 ， ホ ル マ リン ガ ス

に 暴露 させ る と，ホ ル マ リ ン が 水 に 1容け ， 綿繊 維 の 内

部 に 浸透 し，そ の 後，酸性触媒下で 乾燥 ・熱処 理 を行

うこ とに よ り，セ ル ロ
ー

ス と ホ ル マ リ ン とが 反応 し架

橋結合 （メ チ レ ン 結合） が 完結す る．なお，後洗浄 に

よ り未反応 の ホ ル マ リン を除去 し， 製品 に 残留す るホ

ル マ リ ン を通産 省通達 に 基づ く規制値 （ドレ ス シ ャ ツ

の 場合， 遊離ホ ル マ リ ン で 300ppm ）以下 に して い

る
2）．VP 加工 の 場合，強酸性触 媒な ど の 影響 で 綿繊

維 の 強度低下 が 生 じ る が ，ポ リエ ス テ ル と混 用 させ る

こ とに よ りこ の 強度面 の 低下 を補 っ て い る．最 近では，

加工 条件 の 改 良な ど に よ り，綿 100％製品 も発表 され

て い る．

プ レ キ ュ ア 方式

區 ］一 齲 齦 一 ［乾燥］一 ・ 1・ リ・ グ ー［麺］一［廻

ポ ス トキ ュ ァ

［生地］一 樹脂含浸 一 ［亟］一［靈 ］一 ［麺］一 キ ・ ア リ ・ グ

VP 加 工

60

廱 ］一［通常仕1］一 ［麺］一［璽 ］一一 ［画

畦 緯 締
図 1 従来 の 樹脂加 工 と VP 加 工 の 工 程 図

2）
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図 2　 ホ ル マ リ ン に よ る セ ル ロ ー
ス の 架橋 反 応

3）

　  　液体 ア ン モ ニ ア 処 理 ＋ ポ ス トキ コ 、ア加工

　 目清 紡 績 で は，綿繊 維 を液体 ア ン モ ニ ウ ム で 処 理 し

た 後，ポ ス トキ ュ ア方式に よる樹 脂加 工 を行 う方法 を

SSP （ス
ーパ ー

ソ フ トピ
ー

チ フ ェ
ーズ）加工 の ネ

ー
ミ

ン グ で商品化 して い る．液体ア ン モ ニ ウ ム 処 理 に よ り

綿繊維 は，  断面が丸 くな り中空部分 が 小 さ くな る，

  ね じ れ が な くな り滑 らか に な る，  フ ィ ブ リ ル の

配列が 整 頓さ れ 間隔 が 平均化 され る，  結晶化 度が

下 が り，結晶構造が や や 疎な形 に 変わ る，な どと変化

し，そ の 結果，  縮 み に く く， しわ に な り に く く な

る，  繊 維 1 本 1 本 の 反発性 が 増す，  柔 ら か く な

り，さ らに 強度 が 増す ， な ど の 処理効果が 得 られ る と

説明 され て い る
3）．

　SSP 加工 の 場合は， ドレ ス シ ャ ツ と し て，綿 ・ポ リ

エ ス テ ル 混用並 びに綿 100％製品 が 商 品化 され て い る．
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